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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は2015年3月から2016年4月の成人手術患者730人を対象に、術前の飲酒・喫煙習

慣・心理的ストレスと術後合併症発生との関連について検討したコホート研究である。ア

ルコールとニコチンの依存度はAUDITとFTNDで評価し、心理的ストレスはHADSと公衆衛生

分野で使用されているK6で評価した。多重ロジスティック回帰分析を用いて、既知の術後

合併症の予測因子を調整して、飲酒および喫煙習慣と心理的ストレスの関連を解析し、K6

で評価した心理的ストレスが術後合併症の有意な危険因子であった。術前の飲酒・喫煙に

関する因子は術後合併症と有意な関連を認めなかったが、本論文の内容は術前の禁酒・禁

煙の有用性を否定するものではなく、心理的ストレスも術後合併症の有用な予測因子であ

り、術前介入が重要であることを示した。K6が臨床現場においても有用な心理的ストレス

のスクリーニングテストである可能性を示唆したもので、明らかに学術水準を高めたもの

と認める。 


